
 

今回の特集は新城
あらぐすく

！ 宜野湾市の北東部に位置し、 

普天間
ふ て ん ま

や喜友名
き ゅ う な

に隣接した住宅街ですが、そこに至る 

までの集落移動の歴史をご存知でしょうか？ 

新城の発祥は現在の場所から西北方約 500ｍの新 

城下原
シンバル

にあった７戸からだと伝えられており、実際に 

屋敷跡や井泉などの集落跡が残っています。 

 そして、そこから南東の 新城原
アラグスクバル

へと 

移動して戦前の新城を築いたとされ、 

“ものいう岩”という民話も伝わって 

います。宜野湾
ジ ノ ー ン

並松
ナンマチ

に沿った戦前の新 

城は、農家が主な小さな集落でしたが 

経済的に豊かで、赤瓦屋も多くありました。村遊び
ア シ ビ

が 

盛んで、６年に１回 （ 寅 年 と 申 年 ） のマールアシビは、 

宜野湾村内はもちろん、村外からも多くの見物客が訪 

れました。なかでも四人一組で八組を作り、各組がそれぞれ違う衣装と小道具を持ち、次々と舞 

台で踊る「総踊り
スーウドゥイ

」という演目は、新城ならではのものでした。 

そんなのどかな新城も戦禍
せ ん か

に巻き込まれ、1945（ 昭 和 20）年３月末に洞窟
どうくつ

湧泉
ゆうせん

であるシマヌ 

カー（アラグスクガー）に、住民のほとんど（ 約 300 人 ） が避難しました。米軍上陸５日目 （ ４

月 ５ 日 ）という早い時期にそこで一斉に捕虜
ほ り ょ

となったため、比較的犠牲者の少ない集落でしたが、

戦後は集落の北側をキャンプ瑞慶覧
ず け ら ん

、南側は普天間飛行場として新城全体を米軍に 接 収
せっしゅう

され、 

人々は帰る場所を失いました。1960（ 昭 和 35）年にやっと元の 

集落の一部が開放され、再建の一歩を踏み出すことができました。 

中断されていた「総踊り」も 1972 年 （ 昭 和 47） 年に字新城郷 

友会によって復活し、今では郷友会と自治会の協力開催という、 

伝統文化の継承の良いモデルとなっています。 
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次 のページから、さらに詳 しく新 城 についてみていきましょう！  



                                      

  
◇◆◇◆ 生い立ち ◆◇◆◇                

佐喜真興英は、１８９３（明治２６）年に宜野湾村新城で生まれ、幼少 

時に佐喜真家本家の養子となりました。本家はとてもお金持ちでした。裕 

福な家の坊ちゃんとして育てられた興英ですが、幼い頃から体が弱く、内 

気で小学校の１、２年生まで母親が側にいないと泣き出すほどでした。 

 しかし、教育熱心な養父母と本人の勉学意欲のもと、中学を首席で卒業するほど成績は優秀で

した。大学在学中に『霊の島々』を執筆し、多数の論文を発表、その後『南島説話』や『シマの

話』などの著書も出版され、これからの活躍が期待されていましたが、１９２５（大正１４）年、

肺結核のため、３１歳の若さで亡くなりました。（亡くなった翌年『女人政治考』出版） 

◆◇◆◇ 学歴/経歴 ◇◆◇◆                    

 宜野湾尋常高等小学校・沖縄県立第一中学校・第一高等学校（東京）・東京帝国大学 

法学部（現在の東京大学）/裁判官－司法官試補・判事－（福岡県、宮崎県、岡山県） 

◇◆◇◆ 民俗学との出会い ◆◇◆◇                     

 沖縄県立第一中学時に歴史担当の清水駿太郎
し みず し ゅん た ろ う

先生と出会います。この出会いこそが、民俗学へ

没頭するきっかけとなったようです。この後、清水先生は民俗学の父といわれる“柳田
やなぎた

国男
く に お

”に

興英を紹介しています。柳田国男は興英が亡くなった後、興英の妻、永原
ながはら

松代
ま つ よ

と共に『女人政治

考』の出版に 携
たずさ

わっています。 

◆◇◆◇ すさまじい研究魂 ◇◆◇◆                     

 興英は高校、大学在学中から民族・民俗学に強い関心を示し、沖縄の文化や社会、精神世界な

どに関することを精力的に研究しました。『南島説話』の凡例には、「逸話に関する泉が急に増し

て来て、一時は狂気じみた程夢中になって之を求めた。」と記されています。肋膜
ろくまく

を 患
わずらい

い療養の

ため帰省しましたが、ほとんど連日民俗調査に出ていたという姿からも研究熱心さを垣間見るこ

とができます。それは大学を卒業し、判事となっても変わりませんでした。『シマの話』が発刊さ

れた時には病床で涙を流して喜んだようです。 

◇◆◇◆ 新城のことを書いた『シマの話』 ◆◇◆◇               １９２５年に出版された『シマの話』は、興英の故郷である新城のシマの民俗を書き綴
つづ

った、

沖縄最初の単一村落の民俗誌です。明治時代末期の新城の生活や文化を「アラグスクのシマ」「村

落共産体としてのシマ」「島人の私有財産的法律関係」「島の家々」「島人の飲食物」「島の年中行

事」「出生」「性」「病」「死」「死後」「旅」「島人の言葉遣い及び呼称」「トキ、ユタ及びマジナイ」

「雑」の項目に分け細かくまとめています。これを読むとアラグスクの島の結合が極めて強いこ

とや島の政治が男子によって行われたこと、出産が重大視されたことなどがよくわかります。『シ

マの話』は民俗誌として、当時ではとても画期的なものである 

ため、沖縄民俗研究の傑作の一つに数えられています。 

 新城の偉人、佐喜真興英の作品をあなたも読んでみませんか？ 

さささ                  ききき                        ままま                           こここ   ううう            えええ   いいい   

２ 



“Okinawa Mil itary Government Detachment, B-5, 1-31 May 1945” 
沖縄県公文書館所蔵（資料コード：0000088412）  

＊原資料より「地方統治」の一部を掲載  

 

 

 

■ 新城の蒲上主 

例えば『宜野湾市史』第三巻「市民の戦争体験記録」を手に取って、新城の方々の戦争体験記録を

読んでみると、体験者の証言の中からしばしば「宮城
み や ぎ

蒲上
かまじょう

」という名前を目にすることがあります。

その内容とは、すなわち、アメリカでの長い生活経験から「アメリカ軍は民間人を殺さない」などと、

シマヌカーに隠れる新城の人々に対して説得をし、一方の米軍に対しては命だけは助けるよう交渉を

し、そして多くの人々の命を救った人物である「蒲上主
カマジョースー

」という具合に。  

近年、沖縄県公文書館で公開された米軍側の資料“Okinawa Military Government Detachment, B-5, 

1-31 May 1945”（「沖縄島軍政府第 B-5 分遣隊、1945 年 5 月 1 日～31 日」資料コード：0000088412）により、野

嵩に収容されていた頃の「蒲上主」に関する記録を確認することが可能になりました。  

 

■ 野嵩のリーダーたち 

右に掲載した資料は先ほどご紹

介した米軍側の活動報告書の一部

です。この資料には本市野嵩に駐留

していた分遣隊の活動を通した見

た、1945（昭和 20）年 5 月の一ヵ月

間の「野嵩収容所」に関する諸々の

情報が記録されています。  

資料には収容される人々の一般

的態度について比較的多くの紙幅

が割かれており、「地方統治」の項

目には米軍が任命した民間人側の

リーダーたち‐「収容所」の住民管

理に関して責任を負う‐について

の記述がならび、資料二段落目より、

民間人を管理する「首長」に任命された宮城蒲上さん‐「60 歳、カリフォルニアでの 27 年間に及ぶ

滞在経験を持つ」と記録される‐をはじめ、「監督代理者」や「配給事務員」、「補助通訳者」によっ

て「キャンプの組織化」が完了したとの記述が見られます。  

 

■ リベラルな人柄 

資料にはこれら野嵩のリーダーたちについて、「厳格で専制的な日本の独裁主義的性質は不思議な

ことに誰からも確認されなかった」との記述が続きます。このような評価については、「蒲上主」と

呼ばれ、地域の人々からの信望の厚かった蒲上さんがリベラルな人柄の持ち主であったことをうかが

わせるものですが、その一方で、「彼等の何人かが合衆国で生活したという事実は、疑いもなく
．．．．．

彼等
．．

の態度を改善させた
．．．．．．．．．

」（傍点は引用者）と言い切る米軍側の認識については、やはり多くの問題点を孕
はら

んでいると言わざるをえません。  

その後、米軍の通訳を務めた宮城蒲上さんは、軍から廃材や発電機を調達してくるなど、戦後新城

の「帰村アシビ」を成功させた功労者としても人々によく記憶されています。  

３ 



 キャンプ瑞慶覧内の遺跡 

その昔、新城の集落はキャ

ンプ瑞慶覧の下方にあった

と伝わります。屋敷囲いの石

垣や石畳道、などが確認され

ています。また近隣には、新

城下原第二遺跡もひろがっ

ています。(p.6参照) 

 

カンナシー 

その昔、新城と安仁屋の村は近くにあり

ました。新城と安仁屋の間にカンナシーと

いう岩があり、「安仁屋をひっくり返せ、

新城を縛りつけろ」と叫んだため、新城は

現在の普天間飛行場の辺りに移動してき

たと伝わります。(p.1参照) 
 アシビナー 

マールアシビは、戦前は集落北側の

アシビナーで催されていました。戦

後、アシビナーは普天間飛行場に接収

されましたが、マールアシビは現在で

も場所をかえ、新城区内の新城郷友会

事務所前広場や普天間第二小学校な

どで行われています。(p.1参照) 

シマヌカー 

洞窟を整備した新城の共

同井戸です。洞窟内に降り

て行き、水を汲みました。 

戦時中は約 300人の人々

が避難していました。アメ

リカ帰りの宮城蒲上さんが

米軍と交渉し、避難した

人々は捕虜となり助かりま

した。(p.1, p.3参照) 

 石原家のガジマル 

新城の屋号：石原の屋敷内に生えていたガジマルの大

木です。とても大きく、戦前は浦添からも見えたそうで

す。周囲の家々に覆いかぶさるように枝葉を伸ばしてい

ましたが、神ガジマルであったので、枝はムーチーの日

にしか切ることができませんでした。 

４ ５ 



離頭銛 根元の穴に縄が付けられていて、

獲物を突くと銛が外れ、弱まったところを

手繰り寄せます。  
爪形文土器 表面に爪を押し付けたよう

な文様からこの名称がつけられています。 
沖縄で古い部類の土器とされています。  
水田跡 白線が引かれた区画が水田の畦と

考えらています。一部にこの区画に沿って

木杭や石列が配されていました。  

 

はじめに 

新城は南北に細長い集落でキャンプ瑞慶覧
ず け ら ん

と普天間飛行場の両方に土地を接収されています。 

この地域に人々が住み始めたのは今から約 7,000 年前にまで 遡
さかのぼ

ることができます。それ以降、人々

は定住地を変えながら、徐々に増えていったものと思われます。 

現在、新城と名のつく遺跡は 10 ヵ所確認できます。その中から代表的なものを紹介します。 

 

新城下原遺跡 

キャンプ瑞慶覧のイシジャー下流の標高 27ｍの丘

陵にあります。貝塚
かいづか

時代前期（約 3,000 年前 縄文時

代相当）の貝殻が多く堆積した土より、当時の土器や

離頭銛
り と う も り

（県内では唯一）が見つかっています。 

 

新城下原第二遺跡 

キャンプ瑞慶覧内のイシジャーの下流域、標高４～

６ｍほどの平地に広がっています。約 6,000～約

7,000 年前の爪形文
つめがたもん

土器や貝塚時代前期の土器が見

つかっています。他には貝塚時代後期（約 2,000 年前 

弥生時代相当）のイモガイ集積（日本本土との交易品）

や土器等、グスク時代（約 700 年前 鎌倉時代相当）

の水田跡が見つかっています。とりわけ水田跡は県内

での初めての事例として注目されています。 

 

新城 下 殿
シチャヌトゥン

遺跡 

これもキャンプ瑞慶覧のイシジャー下流標高 27ｍ

の丘陵上にあって、新城下原遺跡と接しています。屋

敷跡や石畳道が残っています。この屋敷跡は戦前の新

城集落に移転する前の集落とされ、このことは佐喜真

興英の『シマの話』にもあります。また遺跡からはグ

スク時代の土器や中国産の陶磁器が見つかっていて、

グスク時代の集落も想定されています。ここに住んで

いた人々は、眼下に広がる新城下原第二遺跡の水田跡

の主であったかもしれません。 

 

新城古集落 

普天間第二小学校の南側に位置する、琉球王府時代にできた計画的な碁盤目
ご ば ん め

型集落で、戦前の新城

の方々の生活の場でした。新城下殿遺跡からここに移ったと伝えられています。現在は屋敷林と石垣

などが表面に見られる程度ですが、1992（平成４）年度の発掘調査の際には、多くの溝跡や柱穴など

が見つかっており、地中には当時の生活跡がよく保存されています。  
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② 

④ 

普天間飛行場 

キャンプ瑞慶覧 

博物館イメージキャラクター  

天女ちゃん 

沖縄コンベンションセンター 

はにんす宜野湾 

58 

～宜野湾市天女マップ～ 

⑤真志喜ポケットパーク 

羽衣天女の話と、天女の子で

ある察度が国王になるまでの

物語を表現しています。 

⑥森の川公園 

天女伝説の地にある天女像で

す。近くに泉があります。 

山田真山画伯の天女図 

①宜野湾市役所(正面) 

宜野湾市役所正面にあ

る天女像です。 

⑥ 

③ 

330 

⑦宜野湾市立博物館 

博物館内ロビーの上部にあるス

テンドグラスの天女です。 

 

宜野湾市の天女像のほとんどは、宝冠
ほうかん

と瓔珞
ようらく

(装身具)を身につけた姿で羽衣を

まとい、左を向き横笛を吹きながら宙を舞うような構図をとっています。この天

女の構図は『市史だより がちまやぁ』第 22号でも紹介した山田真山
やまだしんざん

画伯の天女

図の原画を元に製作されているようです。(※レリーフ(彫刻)の制作は辻志郎
つじしろう

氏) 

山田真山画伯以外にも、宜野湾市に縁
ゆかり

のあった芸術家達(與
よ

那覇
な は

朝
ちょう

大
たい

氏や 

名嘉
な か

睦
ぼく

稔
ねん

氏)も美しい天女を描いています。このような美し 

い天女像が多いのも、独創的で魅力ある羽衣伝説が芸術家 

達の想像力をより一層逞
たくま

しくしているからかもしれませ 

ん。皆様にも今一度天女伝説に思いを馳せながら、地域に 

点在する天女たちを探してみることをおすすめします☺ 

 

 美しい羽衣をまとった天女が出てくる「羽衣伝説」は沖縄のみならず、日本各地、あるいは世界各国

にも存在する話ですが、ここ宜野湾市にも有名な伝説があります。その内容は、森の川で奧間
ウクマ

大親
ウフヤ

とい

う人が美しい羽衣を見つけ、倉に隠しますが、それは水浴びに来ていた天女のもので、羽衣を失った天

女は天に帰る事が出来なくなってしまいます。その後、天女は奧間大親と夫婦になり、一男一女をもう

けますが、ある日娘の弟をあやす子守唄で羽衣のありかを知り、天に帰ってしまうといったものです。 

このような伝説がある宜野湾市には美しい天女像がいくつも存在します。今回は市内で見られる天女

像を場所(地図QR コード)とともに紹介していきたいと思います。 

③宜野湾市民会館(１階) 

大ホールの緞帳(どんちょう)で、

與那覇朝大氏のデザインです。 

① 

④宜野湾市民会館(２階) 

市民会館の2階の壁に展示され

ている天女像です。 

②宜野湾市役所(ロビー) 

「羽衣の像」という名前の

天女像です。 

天女伝説の地 

森の川の泉 

⑤ 

⑦ 

７ 



  
☆ 企画展「沖縄戦と基地」の開催 

去った６月 15 日（水）から７月３日（日）にかけての

17 日間、宜野湾市立博物館で、「沖縄戦と基地」と題して、

企画展を開催しました。 

企 画 展 は 沖 縄 戦 と そ の 結 果 生 み 出 さ れ た 基 地 を テ ー マ

としたもので、戦前・戦中・戦後の生活がどのように変容

したかを写真パネルやモノなどを中心に企画・展示しまし

た。おかげさまで、入場者数は延べ 944 人、他県からの

お客様もお越しくださいまして、昨年より多くの来場者で

した。ありがとうございます。 

 

☆ 「伊佐浜土地闘争」聴き取り調査の実施 

8 月 23 日、25 日の両日、戦後資料編Ⅱ「伊佐浜土地闘争」の聴き取り調査を行いました。 

今回、当時の貴重なお話をしてくださったのは、野嵩高校（当時 現普天間高校）に在籍して 

いた先生、生徒の皆さまです。米軍占領下の沖縄において、

とりわけ「暗黒時代」と称されるほどの厳しい時代だった

1950 年代半ばにありながらも、米軍占領に対する抵抗を

試みていた野嵩高校の若い世代の問題意識が、当時最大の

政治的・社会的問題であった「伊佐浜」へと向けられていっ

たのは、決して偶然ではなかったはずです。 

調査にご協力してくださった話者の皆さま、並びに今回

の 調 査 を 担 当 し て く だ さ っ た 鳥 山 淳 先 生 を は じ め と す る

沖縄国際大学平和学ゼミの皆さまに、この場を借りて深く

感謝を申し上げます。 

 

☆ ミニ古地名展の開催 

古地名調査事業では、平成 18 年度から平成 22 年度まで、市内の内陸部旧 17 ヵ字を対象に 

戦前の屋号、山、井戸、畑の名前などの地名の聴き取り調査を実施してきました。そして、調査 

成果をまとめ平成 22 年 9 月から、市内の各公民館でミニ古地名展示会を開催してきました。 

展示会では、調査成果を地元の方々にお届けするとともに、市史編集係でまとめた内容の確認 

と補足をしていただきました。その展示会も、8 月に開催した普天間一区公民館を最後に、すべ 

て終了いたしました。これからは、

報 告 書 の 刊 行 に 向 け て 全 力 で 取

り組んでいきます。 

調査から展示会まで、お忙しい

な か 協 力 し て い た だ い た 自 治

会・郷友会・地域の先輩方、あり

がとうございました。  
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調査風景（8 月 25 日） 

写真パネルを観覧する子ども達  

展示会の様子（野嵩一区） 屋号地図の確認中（嘉数区） 


